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遠
藤
周
作
の
「
歴
史
小
説
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
濵 

拓
磨 

拙
著
『
遠
藤
周
作
論
―
「
歴
史
小
説
」
を
視
座
と
し
て
―
』（
和
泉
書
院
）
に
お
い
て
私
が
試
み
た
の
は
、
遠
藤
作
品
の
過
半
数
を
占
め
る
「
歴
史
小
説
」
を
整
理

す
る
こ
と
で
、
遠
藤
文
学
を
見
直
す
新
た
な
視
点
を
見
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
一
つ
の
問
題
提
起
に
は
な
っ
た
と
思
う
。
そ

こ
で
、
今
回
は
拙
著
の
試
み
を
少
し
深
め
て
、
遠
藤
周
作
の
「
歴
史
小
説
」
の
世
界
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
拙
著
で
分
類
し
た
「
歴
史

小
説
」
の
三
つ
の
時
期
（
序
章
を
含
め
る
と
四
つ
の
時
期
）
で
あ
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

序 
 
 

「
歴
史
小
説
」
へ
の
序
章
―
「
ト
ポ
ス
」
を
め
ぐ
る
「
手
記
」
― 

 

第
一
期 

「
歴
史
小
説
」
―
「
切
支
丹
物
」
の
世
界
― 

 

第
二
期 

「
歴
史
小
説
」
―
「
評
伝
」
の
世
界
― 

 

第
三
期 

「
歴
史
小
説
」
―
「
歴
史
群
像
」
の
世
界
― 

 

ま
ず
序
に
あ
た
る
「
歴
史
小
説
」
へ
の
序
章
で
は
、
初
期
作
品
に
お
け
る
「
手
記
」
の
問
題
を
中
心
に
考
え
る
。「
ア
デ
ン
ま
で
」「
白
い
人
」「
黄
色
い
人
」『
海
と
毒

薬
』
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』
な
ど
に
お
け
る
「
手
記
」
形
式
の
意
味
を
探
り
た
い
。 

第
一
期
の
「
切
支
丹
物
」
の
世
界
で
は
、
柴
田
錬
三
郎
『
狂
四
郎
無
頼
控
』、
堀
田
善
衛
『
海
鳴
り
の
底
か
ら
』、
小
島
信
夫
「
殉
教
」、
井
伏
鱒
二
『
か
る
さ
ん
屋
敷
』

『
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
』
な
ど
同
時
期
の
切
支
丹
物
と
あ
わ
せ
て
『
沈
黙
』
を
考
え
る
。 

第
二
期
の
「
評
伝
」
の
世
界
で
は
、
こ
の
時
期
の
作
品
群
の
取
材
ノ
ー
ト
で
あ
る
『
走
馬
燈
』
を
中
心
に
考
え
る
。『
走
馬
燈
』
で
は
「
ト
ポ
ス
」
の
問
題
が
明
確

に
な
っ
て
お
り
、
『
鉄
の
首
枷 

小
西
行
長
伝
』
『
銃
と
十
字
架
』『
侍
』
な
ど
の
作
品
背
景
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
作
者
が
出
向
い
た
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
『
死
海
の
ほ
と
り
』
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
評
伝
の
重
要
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来

る
。 最

後
に
第
三
期
の
世
界
で
は
、『
侍
』
の
二
項
対
立
の
世
界
か
ら
『
女
の
一
生 
第
一
部 

キ
ク
の
場
合
』
の
二
項
対
立
の
世
界
へ
の
展
開
、
及
び
『
深
い
河
』
に

つ
な
が
る
心
理
小
説
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

以
上
の
考
察
を
通
し
て
遠
藤
周
作
の
「
歴
史
小
説
」
が
綾
な
す
多
彩
な
作
品
世
界
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
遠
藤
文
学
を
再
考
す
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

研
究
発
表
③ 

概
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遠
藤
周
作
『
彼
の
生
き
か
た
』
論
―
―
メ
タ
フ
ァ
ー
の
破
れ
目
を
め
ぐ
っ
て
―
― 
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『
彼
の
生
き
か
た
』（「
産
経
新
聞
」
一
九
七
四
年
三
月
一
二
日
～
一
〇
月
二
日
）
は
、
野
生
の
日
本
猿
研
究
者
で
、
吃
音
の
障
害
を
も
つ
主
人
公
福
本
一
平
の
半
生
を
描
い

た
作
品
で
あ
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
ま
ず
、
高
橋
正
雄
氏
に
、「
文
学
に
見
る
障
害
者
像
」
と
い
う
視
点
か
ら
弱
者
と
し
て
よ
り
弱
い
存
在
で
あ
る
猿
を
助
け
よ
う

と
す
る
一
平
の
姿
を
指
摘
し
た
論
稿
（「『
彼
の
生
き
か
た
』
―
―
吃
音
の
動
物
学
者
―
―
」「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
二
〇
〇
四
年
六
月
号
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
神
谷
光
信
氏
に
、

『
死
海
の
ほ
と
り
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
描
写
と
の
類
似
性
か
ら
一
平
に
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
を
見
出
し
、
一
平
が
猿
と
い
う
動
物
に
寄
り
添
う
点
に
お
い
て
、
ト

マ
ス
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
的
世
界
観
へ
の
違
和
感
を
背
景
と
し
た
遠
藤
の
宗
教
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
論
稿
（「
遠
藤
周
作
「
彼
の
生
き
か
た
論
」」「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
」
二

〇
一
五
年
三
月
）
が
あ
る
。
ま
た
発
表
者
は
拙
稿
（「
遠
藤
周
作
『
彼
の
生
き
か
た
』
に
つ
い
て
の
断
想
―
―
寂
し
さ
の
芯
に
触
れ
て
―
―
」「
始
更
」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
に
て
、
弱
者

と
強
者
の
構
図
や
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
と
し
て
の
一
平
の
あ
り
か
た
の
方
で
は
な
く
、
猿
た
ち
に
寄
り
添
う
一
平
の
選
択
自
体
に
作
品
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
る
と
す

る
見
解
を
述
べ
た
。 

本
発
表
で
は
、
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
が
一
平
像
に
託
さ
れ
、
作
品
の
主
要
な
テ
ー
マ
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
す
る
見
方
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
破

れ
目
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
た
い
。
周
知
の
と
お
り
遠
藤
は
、
愚
鈍
な
ま
で
に
純
朴
な
登
場
人
物
が
、
自
分
よ
り
弱
い
者
の
苦
し
み
を
分
か
ち
持
と
う
と
す
る
さ
ま
を
繰

り
返
し
描
い
て
い
る
。『
お
バ
カ
さ
ん
』（
一
九
五
九
年
）
の
ガ
ス
ト
ン
、『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』（
一
九
六
三
年
）
の
森
田
ミ
ツ
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
『
死
海

の
ほ
と
り
』（
一
九
七
三
年
）、『
イ
エ
ス
の
生
涯
』（
一
九
七
三
年
）
に
お
い
て
、『
お
バ
カ
さ
ん
』
で
芽
吹
い
た
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
像
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。『
彼
の

生
き
か
た
』
の
一
平
も
ま
た
、
そ
の
行
動
や
あ
り
か
た
か
ら
確
か
に
ガ
ス
ト
ン
、
ミ
ツ
に
連
な
る
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
と
は
大
き
く
異
な
る
点
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
救
お
う
と
す
る
弱
者
が
動
物
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
世
界
へ
の
決
別
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
物
と
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
の
イ
メ
ー
ジ
の

重
な
り
に
お
け
る
他
と
の
ず
れ
を
、
本
作
品
に
お
け
る
メ
タ
フ
ァ
ー
の
破
れ
目
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
表
れ
出
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
一
平
の

描
か
れ
方
を
、
人
間
と
決
別
し
て
動
物
と
歩
む
と
い
う
選
択
に
注
目
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、『
彼
の
生
き
方
』
が
〈
同
伴
者
イ
エ
ス
〉
を
描
き
な
が
ら
も
、
別
様
の

問
い
を
は
ら
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 


